
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

【目 的】 
 全国に多数の視覚リハビリテーション関連施設が存在するが、どこでどのような施設が何を
しているか点在している情報を一括して把握することは難しい。また同じ点字図書館という名
称であっても対応内容が異なる場合もあり、名称のみからでは対応内容が不明確な場合がある。
そこで仲泊らは対応内容毎に各地域の施設が一覧できるロービジョン支援ホームページ（以下、
HP）を 2013 年に開設した。今回、HPの更新にあたり全国の視覚リハビリテーション関連施
設を対象に HPへの情報掲載可能な支援項目について調査を行ったので報告する。 
  
【対象と方法】 
 2015 年 11 月、全国の視覚リハビリテーション関連の 202 施設を対象に、点字、パソコン、
歩行訓練など 27 の支援項目のうち本 HP に掲載可能な項目について問う回答用紙を郵送また
は電子メールで送付し FAX またはメールで回答を求めた。結果を 1)支援項目別、2）「点字図
書館」における支援項目別、3）現在掲載中のリストと合わせた施設数を都道府県別に集計し
た。 
  
【結果】 
 回答率は 58％であった。 
1)   最多支援項目は点字で 94（80%）、次いでパソコン 62（53%）、歩行訓練 57（50%）、

日常生活動作訓練 52（44％）であった。 
2)   回答した 117 施設のうち「点字図書館（類似呼称含む）」は 39 施設で、最多支援項目は

点字 34（87%）、次いでパソコン 17（44%）、視覚支援の情報提供 14（36%）、歩行訓
練 10（26％）であった。一方、点字の項目のみ回答した施設は 9（23%）であった。 

3）  都道府県別での施設数は、多い順に東京 23、神奈川 9、北海道 8、埼玉 7、大阪 7、一
方、未掲載地域は 1県、1施設のみが 23 県であった。 

  
【考察】 
 各施設で対応内容が異なり地域格差がみられた。今後、さらなる情報収集が必要である。 
  
＜参照＞ロービジョン支援 HP：http://www.shikakuriha.net/ 
  

131

ポスター活動

P-A-25　ロービジョン支援ホームページ更新調査報告

○西脇　友紀、　  仲泊　聡、　  清水　朋美、　  林　知茂
　国立障害者リハビリテーションセンター病院

【目　的】
　全国に多数の視覚リハビリテーション関連施設が存在するが、どこでどのような施設が何をし
ているか、点在している情報を一括して把握することは難しい。また同じ点字図書館という名
称であっても対応内容が異なる場合もあり、名称のみからでは対応内容が不明確な場合がある。
そこで仲泊らは対応内容毎に各地域の施設が一覧できるロービジョン支援ホームページ（以下、
HP）を2013年に開設した。今回、HPの更新にあたり全国の視覚リハビリテーション関連施設
を対象にHPへの情報掲載可能な支援項目について調査を行ったので報告する。

【対象と方法】
　2015年11月、全国の視覚リハビリテーション関連の202施設を対象に、点字、パソコン、歩
行訓練など27の支援項目のうち本HPに掲載可能な項目について問う回答用紙を郵送または電子
メールで送付しFAXまたはメールで回答を求めた。結果を1）支援項目別、2）「点字図書館」に
おける支援項目別、3）都道府県別に分けて集計した。

【結　果】
　回答率は58％であった。
1） 最多支援項目は点字で94（80％）、次いでパソコン62（53％）、歩行訓練57（50％）、日
常生活動作訓練52（44％）であった。

2） 回答した117施設のうち「点字図書館（類似呼称含む）」は39施設で、最多支援項目は点字
34（87％）、次いでパソコン17（44％）、視覚支援の情報提供14（36％）、歩行訓練10（26％）
であった。一方、点字の項目のみ回答した施設は9（23％）であった。

3） 都道府県別での施設数は、多い順に東京22、北海道8、神奈川8、兵庫6であり、5県（岩手、
福井、滋賀、広島、長崎）が未掲載であった。

【考　察】
　各施設で対応内容が異なり、地域格差がみられた。今後、さらなる情報収集が必要である。

＜参照＞ロービジョン支援HP：http://www.shikakuriha.net/

差し替え用 
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1） 最多支援項目は点字で94（80％）、次いでパソコン62（53％）、歩行訓練57（50％）、日
常生活動作訓練52（44％）であった。
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34（87％）、次いでパソコン17（44％）、視覚支援の情報提供14（36％）、歩行訓練10（26％）
であった。一方、点字の項目のみ回答した施設は9（23％）であった。

3） 都道府県別での施設数は、多い順に東京22、北海道8、神奈川8、兵庫6であり、5県（岩手、
福井、滋賀、広島、長崎）が未掲載であった。

【考　察】
　各施設で対応内容が異なり、地域格差がみられた。今後、さらなる情報収集が必要である。
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正誤表 (2016/6/15 現在) 
 
●	
 (p.16)欄外 
（追加）「大会テーマ "みんなで一緒に！ Change and Union"」 

 
●	
 (p.18)大会プログラム・市民公開講座 
（追加）「共催：公益社団法人日本眼科医会(社会適応訓練講習会)」 

 
●	
 (p.48)市民公開講座抄録 
（追加）「共催：公益社団法人日本眼科医会(社会適応訓練講習会)」 

 
●	
 (p.148)行政コーナー 
（誤)「静岡県視覚障害情報支援センター」 
（正）「静岡県視覚障害者情報支援センター」 

 
●	
 (p.168) 協賛企業・団体 
（追加）「大塚製薬株式会社」 

 
●	
 (p.168) 協賛企業・団体 
（追加）「静岡市視覚障害者協会」 

 
●	
 (p.168) 静岡県眼科医会協賛者 
（追加）「小川 淳（小川眼科医院）」 

 
●	
 (p.169) 静岡県眼科医会協賛者つづき 
（追加）「佐藤 美保（浜松医科大学）」 
（追加）「海谷 忠良（海谷眼科）」 

 
●	
  (p.169)おもてなし講習会協力 
（誤）「静岡県視覚障害情報支援センター」 
（正）「静岡県視覚障害者情報支援センター」 

 
●	
 (p.169)おもてなし講習会協力 
（誤）「静岡視覚障害福祉推進協議会」 
（正）「静岡視覚障害者福祉推進協議会」 


